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1. 緒言 

有機薄膜太陽電池や有機電界効果トランジスタなどの有機半導体において，試料作製条件と性

能改善に関する研究が数多く報告されている．最近になって著者らは有機フォトリフラクティブ

（PR）材料において，急冷プロセスにより光電流および回折光応答速度が向上することを見出し

た 1)．そこで本研究では，さらなる光電流増強および応答速度向上を期待して，急冷プロセスに

おける溶融温度の影響を検討した． 

2. 実験方法 

PR 複合材料には，光導電性ポリマーとして poly(4-diphenylamino)styrene，非線形光学色素に

4-homopiperidino-2-fluorobenzylidene malononitrile を用いた．これらのフィルムを ITO 基板で挟み

こみ 105 - 140 C で溶融圧着後，急冷することでセル型サンプルを作製した．これらの膜厚はおよ

そ 50 mとした．回折光の評価には 4光波混合法を用い，ポンプ光源には 633 nmの He-Neレー

ザー，プローブ光には 808 nmのレーザーダイオードを用いた．またこれらの測定は 30 V/mの外

部電界を印加した状態で行った． 

3. 結果と考察 

 溶融温度が低くなるにつれ，回折光の立ち上がり

が加速することがわかる（Figure 1）． これらの PR

複合材料では色素配向が非常に速いため，回折光の

立ち上がりは空間電場形成速度により律速される．

よってこの結果は光励起キャリアが輸送，トラップ

されて生じる空間電場の形成速度が溶融温度の低下

によって向上したことを示している．さらに回折高

強度および光電流の解析からトラップレート係数増

大が原因であることがわかった．また DSC測定から

非線形光学色素の結晶性が深く関与していることが

示された． 

1) 辻村 翔，他．第 61回応用物理学会春季学術講演会 19p-E16-11 (2014)． 

Figure 1. Photorefractive response time at 

applied voltage of 30 Vm
-1

 versus 

melting-temperature. 
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